研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　栄養管理室　　　　　職　種　管理栄養士　　　　　氏　名　原雅子

	期　　間　　平成28年10月31日　～　平成28年11月5日

	出張目的　　勤続10年海外研修

	出 張 先　　ハワイ島（ホノルル）

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


11/1（火）セミナー

①「日米の医療の違い」　講師：開業医　三木絹恵先生

《考察》

『オバマケア』により、アメリカにも「国民皆保険制度」が導入されたが、国民皆保険制度に近い状態を目指すものの留まり、未だ無保険者が存在している。国により保険の制度は大きく違い、受けられる医療に違いがあることを感じた。

《研修要旨》

· 医師⇒プロバイダーと呼ばれている。

· 医療の先端で働くのは医師だけではなく、他の職種と共にチームとして動いている。

· 平均入院期間＝8日間（基本は6日間）

· 政府による保険＝1965年にスタートし、パートA・B・Cの3種類がある。2年ほど前からパートDが追加された。

· 介護保険は存在しておらず、安い保険でも500ドル程度。

· 今後の問題は、来年から大統領が変わる為、現在の『オバマケア』がどのようになっていくか…

②「看護からみた日米医療の違い」　講師：ナースプラクティショナー　ホービン由佳子氏

《考察》

看護師にも様々な分類があり、APRNと呼ばれる看護師では、一定範囲の医療行為が認められている事が日本とは大きく異なる点であると感じた。多くの知識を持ち、自身の判断で診断をつける事が出来る事に驚いたが、APRN取得には努力と根気が必要であるようにも感じた。アメリカでは、いつでも大学で勉強することができ、仕事と勉学を両立しながら取得している方も多いという。目指したい事にいつでも取り組む事ができる環境が整っている事がすばらしいと感じた。

《研修要旨》

· アメリカで日本で言う『正看護師』の資格を取得するには、大学で学位を取得することが主流となっている。

· 正看護師の上APRN（上級看護師）の制度あり。取得には、博士号の学位を取得し、試験に合格しなければならない。

· 上級看護師には、看護師に欠けている部分であると言える「リーダーシップ」が求められる。

· 看護師には、麻酔看護師・助産師・癌専門ナース・ナースプラクティショナーなど、様々な分野で専門性を発揮しており、それぞれに簡単な手術の麻酔や普通分娩のお産など看護師の判断で行う事ができる。

· ナースプラクティショナーを取得すると、自分のオフィスを持って開業をする事も可能。

11/1（火）視察　〔シュライナーズ病院〕

《考察》

医師がとても気さくでユーモアを交えながら院内を説明してくださった事がとても印象的だった。病院内の全てのスタッフが患者様の為に最高の医療を提供しようという気持ちが至る所に感じられた。治療に携わるのは医師だけではなく、チームとしてどの職種も同じ目線で、互いを尊重し、対等に意見を交わしながら治療に取り組んでいる事がすばらしいと感じたし、本当のチームであるようにも感じた。こういった事ができるのも、医療者1人1人がプロフェッショナルで多くの知識と経験を持っているからであると思われる。私自身で考えてみると、不安な事や知識の不足している部分がたくさんある為、自信を持った発言に繋がらないのだと実感した。今回の経験を活かし、プロフェッショナルに近づく事ができるよう自己研鑽をしていきたい。

《特徴》

24床のベッドを有する小児整形外科病院で、主に骨・関節・やけど・神経筋の疾患を専門としている。世界各国、特に環太平洋地域（ハワイ・サモア・フィジー・グアム等）から治療を受けに患者が訪れている。治療費は無料で遠方から来る家族向けの宿泊施設も完備されている。2010年8月に改装工事が終わり、新しい施設となった。

· 病院を受診した子供が、恐怖心を抱かないような様々な工夫（カーペット・おもちゃの配置・エントランスの飾りつけ・天井のデザイン等）が見られる。

· 医師は白衣を着用せずに診察を行っていた。

· 機器がコンピューターに繋がっている。診察をしながら直接入力をしている為、記録の必要がない。

· 医師のみで治療に携わるのではなく、他の職種と共同しチームとして治療を行っている。

· 入院中は院内のクラスに参加する事になるが、様々な国から子供達を受け入れている為、言語の違う子供達に対応し通訳をもうけている。

〔最後に〕

研修期間中は天候にも恵まれ、有意義な時間を過ごす事ができた。ハワイは海に囲まれている事から、肉だけではなく魚介類も豊富で、『ポキ』と呼ばれる料理には、たくさんの味付けがありどれも美味しかった。スーパーでの商品を見てみると、5年前にグアムで見たものよりは陳列もきれいで腐食している食材はなく、また、食材も豊富でバラエティーに富んでいた。ハワイの人達は、皆穏やかで笑顔で観光客である私達に接してくれた。時間の流れも穏やかで、ゆったりとした気持ちで、不思議と苛々することなく過ごす事ができた。風土によるものなのか…とも感じたが、いかに日本で私はせかせかと日常を過ごしていたかを感じる研修だったと思う。ハワイで得た気持ちを忘れず、今後も穏やかに接していきたい。
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